

























































神奈川大乍心理 ･教育研究論災 郡 31号 (2012年 31｣3IR)
斎藤の｢出口｣
子ども達は思ってもみなかった解釈に,ハツ
とする｡注意が,斎藤に集中する｡驚きの緊張
がクラスにひろがる｡
斎藤は子どもの一面的な読みとりに対して,
自分の ｢出口｣を対置する｡生徒を困惑させ,
最初に持っていた ｢答え｣に子ども達がしがみ
ついていられないようにする｡斎藤は,子ども
達に,別の読みとりがありうることを気づかせ
る｡
問題は,直接には言葉のもつ意味の多様性に
関わるのだが,そこには,視点の転換も要求さ
れていた｡おそらくは森に迷い込んだのであろ
う二人の子どもにとって,森から出られると実
感で場所,たとえば木々の間から見慣れた屋根
が見えた瞬間,｢やった｡森から出られた｡家
に帰れる｣と叫んだことであろう｡あきおさん
とみよ子さんにとっては,その地点が森の ｢出
口｣なのである｡
作中人物の立場から考えることが要求され,
そのことが生徒たちの知的なめざめを誘発 して
いったのである｡｢ゆさぶり｣が,そこにあら
われている｡
(4)斎藤の発想はふつうの教師が多く抱くも
のである｡教師は ｢真理｣をめざして,子ども
の能力をひき出す｡ひき出すための働きかけの
ひとつとして ｢ゆさぶり｣がある｡
この ｢真理｣と ｢ひき出す-ゆさぶり｣の二
つを結んだ点に教育が描かれ,それを行なう者
として教師が位置づけられるO
教師は ｢右手に真理を,左手にひき出す力をもっ
た人物｣である｡さらには ｢誤謬をしない人物｣
ともなるであろうO｢教師としての教師｣
しかし,現実には教師はいろいろな側面をもっ
た存在である｡
生徒の無限の可能性をひき出そうとしてして
いた教師が,中学3年の3学期に入り,生徒を
前にして ｢君の偏差値では,ランクをひとつ下
げて,この高校にしたらどうだろう｣と言わざ
るを得ない存在でもあるO｢矛盾に満ちた人間
としての教師｣をとらえ直さねばならない｡
(5)斎藤は ｢教育は,はかない仕事だ｣と言
う｡この ｢はかなさ｣の意味を最後に取り上げ
てみたい｡
瞬間,瞬間に消えていく営みだから ｢教育は,
はかない｣と斎藤は言う｡その瞬間の燃焼のな
かに授業は輝く｡それは ｢キヨラカ｣な世界を
つくりあげるC とすれば,｢はかなさ｣の裏側
にある ｢キヨラカ｣な一瞬にかけることによっ
て,キヨラカな世界は確保される｡斎藤の世界-
授業はここで充足してしまう｡
教育は,はかない｡確かにそうである｡ しか
し,｢はかなさ｣は,その授業自体が乗り越え
られること,つまり授業の中で生徒が教え込ま
れた内容を突き破っていく過程としてあるから
である｡断じて,｢キヨラカ｣の裏側にあるよ
うな弱々しいものではない｡今あるものを,つ
きくずして行くダイナミックさを持ちあわせて
いる過程こそが教育なのである｡
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